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地域公民館事業　趣味教養講座
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冬休み親子工作教室を振り返ります
平成27年12月26日公民館小ホールで、フォスター電機株式会社のご協力により、スピーカーから舌の出る

仕組みを学んだ後、スピーカー幸、ソトを親子で組み立てました。

◆
日
時
　
平
成
2
8
年
3
月
1
2
口

（
土
）
　
の
午
後
2
時
か
ら

◆
会
場
　
公
民
館
小
ホ
ー
ル

公
民
館
利
用
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
や
利
用
団
体
の
交
流
を
図
る
た
め

に
、
公
民
館
利
用
団
体
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
公
民
館
利
用
団
体
の

皆
様
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
2
月
中
に
各
利
用
団

体
へ
送
付
さ
れ
る
通
知
を
ご
覧
く
だ

さい。
◎
ボ
ッ
ク
ス
抽
選
会

平
成
2
8
年
度
利
用
に
あ
た
り
、
団

体
活
動
室
に
あ
る
連
絡
用
ボ
ッ
ク
ス

の
説
明
・
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
団
体
】

公
民
館
利
用
登
録
同
体

【
利
E
期
間
】

平
成
2
8
年
3
月
1
2
日
～
平
成
2
9
年

3
月
の
利
用
者
懇
談
会
前
日
ま
で

※
今
年
度
の
利
用
は
、
3
月
日
日
で

終
了
し
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い

る
団
体
は
、
3
月
目
口
ま
で
に
必

ず
ボ
ッ
ク
ス
を
空
に
し
て
く
だ
さ

ボ
ッ
ク
ス
に
物
が
残
っ
て
い
る

場
人
口
は
、
公
民
館
で
処
分
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

自
主
市
民
講
座
・
講
師
派
遣
事
業
の

企
画
運
営
団
体
を
募
集

自
主
市
民
講
座
・
講
師
派
遣
事
業

は
、
市
民
団
体
が
社
会
の
課
題
や
文

化
芸
術
な
ど
の
様
々
な
テ
ー
マ
で
講

座
を
企
両
・
運
営
す
る
公
民
館
主
催

事
業
で
す
。

公
民
館
は
、
会
場
の
確
保
、
講
師

謝
礼
の
負
担
、
広
報
な
ど
の
支
援
や

運
営
に
関
す
る
和
談
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
団
体
は
、
事
前
に
申
し

込
み
の
上
、
説
明
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
要
件

＊
自
主
市
民
講
座
（
連
続
講
座
）
＝

平
成
2
8
年
度
内
に
原
則
と
し
て
5

回
以
仁
継
続
し
て
　
講
座
を
実
施

で
き
る
構
成
員
8
人
以
卜
の
市
民

団
体

＊
講
師
派
遣
事
業
（
1
回
の
講
座
）

＝
公
民
館
利
用
登
録
団
体
が
対
象

※
そ
の
ほ
か
、
平
成
2
6
～
2
7
年
度
に

自
主
市
民
講
座
・
講
師
派
遣
事
業

を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

◆
募
集
数
（
予
定
）

▽
自
主
市
民
講
座
＝
3
団
体

▽
講
師
派
遣
事
業
＝
1
団
体

※
多
数
の
場
合
は
初
め
て
参
加
す
る

団
体
を
優
先
し
ま
す
。

◆
説
明
会
　
4
月
H
R
 
T
）
　
の
午

前
1
0
時
か
ら
公
民
館
で

◆
申
込
　
4
月
8
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
窓
口
へ
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公民館利用者連絡会

芝　けいじぽん

二
〇
一
五
年
は
戦
後
七
〇
年
の
節

目
の
年
で
し
た
。
多
く
の
H
本
人
が

平
和
を
願
う
声
の
巾
、
環
境
難
民
、

テ
ロ
と
い
う
言
葉
が
毎
日
の
よ
う
に

報
道
さ
れ
不
安
な
世
と
な
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ゥ
　
「
平
和
な
く

し
て
文
化
は
育
た
な
い
。
」
と
言
い

ま
す
が
、
「
平
和
と
白
巾
」
は
自
分

達
の
手
で
し
っ
か
り
と
守
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

卜
月
、
H
本
人
の
二
人
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
一
人
、

大
村
智
博
士
（
生
理
学
　
医
学
賞
）

の
言
葉
に
「
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

働
き
学
ん
だ
。
」
と
自
然
と
教
育
の

大
事
さ
を
説
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
の
故
郷
で
も
あ
る
山
梨
は
南
ア

ル
プ
ス
、
八
ケ
稿
と
「
山
紫
水
明
」

の
地
で
あ
り
、
晴
れ
た
1
二
月
の
南

ア
ル
プ
ス
は
貞
白
い
雪
と
冥
青
な
青

空
に
包
ま
れ
ハ
ッ
と
す
る
粒
の
見
事

な
美
し
き
で
す
。

昭
和
一
■
十
年
五
月
、
父
に
召
集
令

状
が
届
き
ま
し
た
。
県
立
甲
府
中
学

を
卒
業
し
、
国
立
山
梨
師
範
学
校
専

攻
科
を
卒
業
後
、
念
願
の
教
職
中
の

二
卜
九
才
の
時
で
し
た
。
私
は
生
後

五
ケ
月
、
父
の
生
家
に
母
と
三
人
で

疎
開
し
ま
し
た
。
笛
吹
川
の
畔
の
星

山
（
現
中
央
市
）
、
子
ど
も
時
代
は

川
で
沢
ガ
こ
、
蛸
取
り
、
蓮
華
草
、

菜
の
花
畑
に
固
ま
れ
、
雑
木
林
に
は

山
百
合
、
野
菊
が
咲
き
乱
れ
る
香
り

豊
か
な
遊
び
場
で
し
た
。

小
学
生
に
な
り
▲
口
一
度
は
必
ず

覗
き
た
い
場
所
を
発
見
し
ま
し
た
。

「
公
会
費
」
と
呼
ば
れ
、
雨
の
日
も

そ
こ
に
行
け
ば
友
達
誰
か
と
逢
え
る
。

堂
は
昼
夜
を
問
わ
ず
大
人
や
チ
ビ

も
達
で
賑
や
か
で
し
た
。
広
い
庭
で

は
紙
芝
居
、
野
外
映
画
、
中
学
生
が

宿
題
や
絵
、
歌
も
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
そ
こ
は
　
「
公
民

館
」
で
し
た
。

月
、
小
平
で
の
　
「
公
民
鯛
研
究
大

会
」
に
参
加
し
、
地
球
環
境
異
変
や

変
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
必
要
性
「
E
S
D
」
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
福
祉

協
議
会
と
公
民
館
の
「
協
同
」
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
事
も
学
び
ま
し
た
。

大
人
達
は
今
あ
る
文
化
を
大
切
に

保
護
し
、
安
全
な
水
と
食
と
豊
か
な

自
然
の
中
で
子
育
て
で
き
、
誰
も
が

排
除
さ
れ
な
い
社
会
を
作
り
平
和
を

守
る
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

強
く
思
い
ま
す
。
公
民
館
も
そ
れ
ら

を
支
え
る
学
習
機
関
と
し
て
考
え
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す。
公
民
館
運
営
蕃
議
会
要
員

大
沼
　
典
子

昭
島
に
居
住
し
四
十
四
年
に
な
り

ま
す
が
、
約
四
年
前
よ
り
「
あ
い

ぽ
っ
く
」
、
後
に
　
「
公
民
館
保
育

室
」
で
チ
ビ
も
達
と
関
わ
り
、
働
き

た
い
、
学
び
た
い
父
母
達
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
期
私
は
公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
社
会
教
育
の
雁
史
、
公

民
館
の
役
割
を
学
び
、
昨
年
の
十
一

委
員
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

1
2
月
以
降
に
実
施
す
る
講
座
等
事

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
長
か
ら
諮
問
「
市

民
が
集
う
公
民
館
主
催
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
が
公
道
筈
に
提
出
さ

れ
、
答
申
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

内
容
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
1
2
月
日
日
（
金
）

今
年
度
終
了
し
た
公
民
館
主
催
事

業
に
つ
い
て
、
報
告
書
が
配
付
さ
れ
、

意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
ホ
ー
ル
特
例
的
利
用
は
2
件
申

請
が
あ
り
、
要
綱
の
規
定
か
ら
初
め

て
利
用
す
る
団
体
に
決
ま
り
ま
し
た
。

2
月
に
実
施
す
る
昭
島
市
社
会
教

育
関
係
委
員
研
修
会
（
公
運
蕃
幹

事
）
に
つ
い
て
は
、
内
容
等
を
協
議

し
ま
し
た
。

日
月
に
提
出
さ
れ
た
諮
問
に
つ
い

て
は
、
市
民
意
識
調
香
な
ど
の
資
料

が
配
付
さ
れ
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

公
民
館
運
営
審
議
会
は
毎
月
1
回

夜
間
に
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
月
と
1
2
月
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
日
月
2
0
日
（
金
）

日
月
1
4
日
小
平
市
民
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
「
関
東
甲
信
越
静
公
民

館
研
究
大
会
」
に
つ
い
て
出
席
し
た

＊
第
三
回
「
公
民
館

ま
つ
り
」

第
二
回
の
「
公
民

館
ま
つ
り
」
の
準
備

会
を
総
会
後
の
川
月

8
日
（
木
）
　
に
早
速

開
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
参
加
希

望
団
体
の
意
見
を
出

L
合
い
、
こ
の
巾
で
よ
り
多
く
の
同

体
の
参
加
を
願
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、
日

月
5
日
（
木
）
と
1
6
日
（
月
）
　
の
世

話
人
会
で
、
一
▲
回
目
の
準
備
会
へ
の

提
案
事
項
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
1
2
月
1
4
日
（
月
）
　
の
二
回

目
の
準
備
会
で
、
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。

＊
小
ホ
ー
ル
で
は
、
器
楽
合
奏
、
朗

読
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

＊
保
育
室
は
民
話
の
語
り

＊
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
団
体
の
展
示

発
表

＊
二
階
は
、
第
一
会
議
室
・
ふ
れ
あ

い
講
演
会

＊
三
階
は
、
手
芸
教
室
や
ミ
ニ
井
、

お
で
ん
、
展
示
、
そ
し
て
視
聴
覚

室
は
「
う
た
ご
え
喫
茶
」
D
V
D

の
上
映
な
ど
で
す
。

い
つ
も
の
よ
う
に
参
加
協
力
券
五

〇
〇
H
が
必
要
で
す
。

＊
幅
広
い
世
代
の
交
流
を
！

「
自
主
市
民
講
座
」
を
開
き
ま
す
。

「
公
民
館
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ
て
自

主
市
民
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
世
代
間
の
交
流
を
と

お
し
て
子
育
ち
支
援
を
楽
し
く
…
」

で
す
。
開
催
口
は
1
月
1
6
日
、
2
3
日
、

3
0
日
の
土
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0
分
と
、
2
月
1
3
日
（
土
）
　
の
午

前
1
0
時
～
正
午
と
、
午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分
で
す
。

（
代
表
・
山
崎
）
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※公民節未登録同体の申込みについては、公民館までお問い合わせください。

抽選申込みの注意
公民館登録同体は公共施設予約システムで抽選申込みができます。

★当選した団体は卜の辟定期間内にシステムで確定をしてください。

（確定しないと予約が無効になりますのでご注意ください）

★落選した団体は、随時予約が始まる前に、「調整会議」で再度空い
ている会議室等の申込みができます。2月、3月の調整会議は公

民館第1会議室で午前10時から行います。

※登録団体以外の団体の予約方法についてはお問い合わせください。

展示室・陶芸窯・暗室・保育室の施設予約は、公民館登録団体が使用する場合、利用月の3
ケ月前の調整会議で申込みができます。調整会議後は公民館の森口で利用日の2ケ月前の月の
初日から申込みができます。なお、保育室は会議室等が予約されている場合に限ります（単独
での使用はできません）

利用申請受付開始日（窓口のみ）
、ド成29年2月

平成28年2月1日（月）

平成29年3月 平成28年3月2R（水）

◇KOTORIホール（昭島市民会食酌の利用受付は、

火曜Rを除く′「前9時／－午後5時に事務室

窓口で行います（電話・システムでの予

約はできません）。

※原則、申請時に使用料をお支払いいただき

ます。一度予約するとキャンセル料が発生

しますのでご注意ください。

★空き状況は、団体登録の有無にかかわら
ず「昭島市公共施設予約システム」で確
認できます（公民館、巾立会館をはじめ
市の公共施設に備え付けの職末機のほか、
昭島市ホームページ「施設予約」からも
ご覧いただけます）。

★「昭島市公共施設予約システム」で予約
を行う場合は、「予約申込／予約情報人
力」画面で利用日時・人数とともに、必
ず利用目的を選択してください。（発衰
会などで事前打ち合わせが必要な場合は、
利用目的の選択項目に「事前打ち合わせ
が必要」とありますので、これを選択し
てください）

小ホールの利用は、公民館登録団体は5ケ月前からの抽選申込みとなっていますが、次のような

利用については、6ケ月前から申請することができます。

◆公民館登録団体が日頃の活動の成果を発表する事業（発表会）
◆利用可能団体数　1ケ月1団体　◆利用可能区分数　午前から夜間のうち3区分以内
◆利用阿数　1同体年lF1

◆申請日　利用希望日の6ケ月前の月の1日から7日まで（休館ロを除く）の午前9時から午後5時の間

☆同月開催の公民館運営審議会で決定します。詳しくは、公民館までお問い合わせください。


